
 
 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

広瀬めだかの学校は、全校児童４８名を対象とし、 

子どもたちの自主性を尊重し、自由活動を中心にした 

放課後子ども教室で、登校日の学習活動終了後から、 

集団下校までの午後４時１０分までの時間で実施され 

ます。 

 毎回の活動では、特に定められたプログラムはなく 

活動拠点になっている会議室や体育館、校庭等で楽し 

く友達と過ごしました。 

 午後３時を過ぎたあたりから、子どもたちが会議室 

にやってきました。 

廊下にきちんと自分の荷物を並べ、会議室に入ると、まず、名簿に出席の○印をつけました。

その後、体育館や校庭でバドミントンやボール遊び、ハンドベースボールを仲良く行っていま

した。安全管理員が一緒に遊んだり、見守ったりしているので、思いっきり走り回っても、ぶ

つかることなく、安全に楽しむことができていました。 

 広瀬めだかの学校では、コーディネーターの先崎毅さんが平成１７年から関わっており、ま

た、安全管理員の５人中４人が保護者ということもあって、終始和やかな、安心できる環境の

中での活動でした。 

コーディネーターの話では、子どもたちは、自分たちが活動で使った用具はきちんと責任を

持って片付けているし、町で会ってもしっかりと挨拶できる素直さがあるとのことでした。 

学校側からは、「放課後の自由遊びが子どもたちの体力向上につながっており、陸上競技など

では、成績の向上がみられる。」という感謝の言葉があったとのことでした。 

今後、雨天時の活動幅を広げ、雨の日の遊びに選択肢を多くつくる事で、安全・安心に活動

できる工夫をしていきたいとのことでした。 


